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持続可能な地域防災に向けた
実践研究実践研究

独立行政法人 防災科学技術研究所（NIED）
地震防災フロンティア研究センター（EDM）

塩飽 孝一

防災技術の普及プロセスに関する考察

地震防災フロンティア研究における防災技術の国際展開

アジア防災科学技術情報基盤
DRH-Asia

地域

現場への適用戦略を持つ科学技術

プロセスの技術www drh edm bosai go jp プロセスの技術

地域に根ざして
発達し他地域へ
も広く適用可能
な防災の知恵

研究開発

www.drh.edm.bosai.go.jp

地域防災を持続可能にするために

t

研究期間 地域自ら防災を実践

適用・実践 普及・定着

目的

• 防災技術を普及させるためのプロセスのあり方の提案

• 研究期間における研究機関や利害関係者の役割の把握

ケーススタディ

地域 技術カテゴリー 技術 カウンターパート

日本・横浜
現場への適用戦略
を持つ科学技術

安否確認システム
運営委員会
（住民）

インドネシア・
ジョグジャカルタ

プロセスの技術
学校防災教育の

普及過程
NGO（EDMはコン
サルタントとして）

インドネシア・
パダン

現場への適用戦略
を持つ科学技術

緊急地震速報 アンダラス大学等

パキスタン・
カシミール

プロセスの技術 学校防災教育 NGO

パキスタン・
カシミール

プロセスの技術
アクションプラン策

定
NGO

日本・横浜：安否確認システムの導入 関係者の役割

EDM/NIED

防災拠点運営
委員会

地域特性
安否確認システムの開発

ユーザートレーニング
講習会

住民

地域

委員会

システム試験導入
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インドネシア・パダン：緊急地震速報の利活用 関係者の役割

EDM/NIEDアンダラス大学

地域特性

教育プログラム

自治体
教員

NGO

生徒

学校 教育実践

教員

インドネシア・ジョグジャカルタ：学校防災教育
Curriculum Development Sheet (Subject)

MitigationDM Cycle

Before Disaster During Disas ter After  DisasterTime Period

I ndonesian
Javanese
Engl ish 

Preparedness Response Rehabilitation
Disasters

Essay contest 

DRR newspaper/ newsletter 

Reading newspaper 

Social Studies

Town/coastal  watch 

Hazard hunt in school 

DRR cook ing 

Non-struc tural mitigation 

Hazard mapping 

Story from affected people 

DRR reporter 

Emergency bag 

DRR newspaper/  news letter 

Mathematics

Science

Information Technology

Sports

Art Music
Religion

Paper craft making 

Disaster managem ent 
gam e 

提供：SEEDS Asia
g

First aid and task  force Disaster management 
game 

Disaster management 
game 

提供：SEEDS Asia

関係者の役割

NPONGO

地域特性

促進プログラム

自治体

EDM/NIED

トレーニング

カリキュラム立案シート

生徒

学校
教育実践

教員教員

トレーニング

パキスタン・カシミール：学校防災教育

教材 ガイドライン

関係者の役割

EDM/NIEDNGO

地域特性

教育プログラム
トレーニング

トレーニング

国家防災局

生徒

学校
教育実践
実践方法の理解

教員

理解
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パキスタン・カシミール：アクションプラン策定 関係者の役割

EDM/NIEDNGO

地域特性

地域認識手法

国家防災局

住民

地域

住民の意識の理解
外からの視点

地域の再認識
アクションプラン→プロジェクト化

ユーザー中心の研究プロセス

User

防災技術

防災技術

防災技術の理解

Ownershipの醸成

Confidence building

間接的User

Beneficiaries

研究機関
実務機関

カウンターパート 評価

防災技術の普及＝実践を通したユーザー教育

まとめ

防災技術普及プロセス

• ユーザーの動機付け

• 責任感

• ユーザーの意見を取り入れた防災技術のカスタマイズ

• ユーザーによる防災技術の適用

• 防災技術適用の成果の自治体等への普及（関係者と
のネットワ ク作り）のネットワーク作り）

今後の課題

• OwnershipやConfidenceの評価

• 防災技術情報の教育への活用方法
– 実務者

– 大学生、大学院生


